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ベストナインを受賞した村田㊧と吉井

◆全日本大会出場校選出予選会（６・７　スリ

ーボンドベースボールパーク上柚木）

　８月に北海道で行われる全日本大会。「日本

一連覇」の目標を掲げる彼らにとって、この大

会に出場することは絶対だ。負けてしまえば「日

本一連覇」の夢が始まる前に破れてしまう、負

けの許されない一戦に挑んだ。

　試合は２回に大きく動く。その回の先頭打者

・堀川琉空（文２）からの連打で満塁の好機を

作ると、岡部匡十（経３）が相手のミスを誘う

打撃で２点を先制。勢いに乗った中大はこの回

に一挙６点を挙げた。

　投げては先発の大山が相手を一歩も寄せ付け

ない素晴らしいピッチングを見せる。さらにダ

メ押しの１点も追加し７点差をつけコールド勝

ち。見事全日本大会への切符を手にした。相野

主将は「とにかく、あとは北海道に行くだけな

ので。日本一になるだけです」と強く言い切っ

た。視線の先にはすでに、北海道の頂が見えて

いる。

▶〇中大７―０関東学大●（７回コ

ールド）

※２勝先取で勝ち点獲得

◆

サ

プ

ラ

イ

ズ

◆

　

試

合

終

わ

り

に

選

手

が

サ

プ

ラ

イ

ズ

で

ケ

ー

キ

と

プ

レ

ゼ

ン

ト

を

監

督

に

渡

し

て

い

ま

し

た

！

す

て

き

な

関

係

性

に

ほ

っ

こ

り

し

ま

し

た

レ

イ

ア

ウ

ト

　

浅

野

詩

多

７月９日　水曜日

令和７年（２０２５）

中央大学体育連盟機関紙

発行人　志水　恒太

編集人　 関 　拓斗

八王子市東中野７４２－１

電　話 ０４２（６７４）２８０２

　昨秋の雪辱を果たした春季リーグにおい

て中大からベストナインが３名選出され

た。吉井は二塁手として攻守で安定した活

躍を見せ、自身２回目の選出。村田は打点

トップとリーグ２位の打率３割４分４厘を

残し、こちらも２回目の選出。主将として

チームを優勝までまとめ上げ、自身も出塁

率４割３分８厘、９得点と１番打者にふさ

わしい成績となった相野は初となる最優秀

選手賞に選出された。最速１５２㌔右腕・

大山は防御率０・�、自己最多の６勝とエ

ースとしての貫禄を見せつけ、３度目のベ

ストナインと２度目の最優秀投手賞の２部

門で選出された。また大山はプロからの注

目も高まっており、スカウトが多くなる中

での投球について「緊張しないで頑張りた

い」とあくまでも目の前の一戦に集中する

意識を語った。　

　

「

い

つ

も

の

勝

利

よ

り

も

う

れ

し

い

勝

利

」

と

顔

を

ほ

こ

ろ

ば

せ

た

小

泉

監

督

。

そ

れ

も

そ

の

は

ず

、

５

月

�

日

は

小

泉

監

督

の

�

歳

の

誕

生

日

。

そ

ん

な

ハ

レ

の

日

に

選

手

た

ち

は

「

春

季

リ

ー

グ

優

勝

」

と

い

う

最

高

の

プ

レ

ゼ

ン

ト

を

手

渡

し

た

。

　

返

り

咲

き

を

目

指

し

た

今

季

の

リ

ー

グ

戦

だ

っ

た

が

、

序

盤

で

専

大

に

惜

敗

し

、

悪

い

空

気

が

立

ち

込

め

る

。

し

か

し

大

山

北

斗

（

商

４

）

を

中

心

と

す

る

堅

守

の

ピ

ッ

チ

ャ

ー

陣

と

、

打

撃

好

調

の

吉

井

愛

斗

（

経

３

）

、

村

田

慶

二

（

商

３

）

ら

の

活

躍

が

功

を

奏

し

、

破

竹

の

７

連

勝

で

首

位

に

浮

上

。

優

勝

が

決

ま

る

大

一

番

は

く

し

く

も

昨

秋

の

覇

者

、

国

士

大

と

の

「

リ

ベ

ン

ジ

マ

ッ

チ

」

と

な

っ

た

。

　

「

５

・

�

決

戦

」

は

完

璧

な

シ

ナ

リ

オ

だ

っ

た

。

初

回

に

山

口

剛

大

（

文

３

）

と

岩

井

大

和

（

経

４

）

の

連

続

適

時

打

や

ル

ー

キ

ー

村

上

太

一

（

経

１

）

の

ス

ク

イ

ズ

で

４

得

点

。

４

回

に

も

村

田

の

適

時

打

で

追

加

点

を

挙

げ

、

主

導

権

を

握

る

。

先

発

の

大

山

も

立

ち

上

が

り

を

三

者

凡

退

に

抑

え

流

れ

に

乗

る

と

、

そ

の

後

も

圧

巻

の

ピ

ッ

チ

ン

グ

で

完

投

。

見

事

完

封

勝

ち

で

優

勝

を

決

め

、

選

手

た

ち

は

マ

ウ

ン

ド

で

歓

喜

し

た

。

　

今

年

の

チ

ー

ム

を

一

言

で

表

す

と

「

泥

く

さ

い

」

と

相

野

は

語

る

。

そ

の

言

葉

通

り

、

今

季

リ

ー

グ

戦

の

全

出

塁

数

１

６

３

の

う

ち

、

四

死

球

は

�

。

全

�

得

点

の

う

ち

、

適

時

打

を

除

い

た

�

得

点

が

犠

打

や

相

手

の

失

策

な

ど

に

絡

め

た

得

点

で

あ

る

。

派

手

さ

よ

り

も

「

チ

ー

ム

の

勝

利

」

を

優

先

し

た

プ

レ

ー

が

目

立

っ

た

。

印

象

的

だ

っ

た

の

は

対

日

大

１

回

戦

。

初

回

か

ら

赤

岩

（

日

大

）

と

大

山

の

投

手

戦

が

繰

り

広

げ

ら

れ

た

が

、

そ

の

均

衡

を

破

っ

た

の

は

村

田

の

犠

打

だ

っ

た

。

７

回

１

死

一

、

三

塁

の

場

面

、

「

バ

ン

ト

に

自

信

が

あ

る

か

ら

、

意

識

せ

ず

に

や

っ

て

や

る

ぞ

と

い

う

気

持

ち

で

」

打

席

に

入

っ

た

村

田

は

初

球

で

ス

ク

イ

ズ

を

成

功

さ

せ

て

先

制

、

勝

利

に

貢

献

し

た

。

「

か

っ

こ

よ

さ

は

全

然

い

ら

な

い

の

で

、

き

れ

い

な

野

球

を

し

な

い

よ

う

に

、

と

に

か

く

泥

く

さ

く

」

（

相

野

）

。

手

段

を

選

ば

ず

、

貪

欲

に

１

点

を

も

ぎ

取

ろ

う

と

す

る

姿

勢

が

優

勝

を

手

繰

り

寄

せ

る

一

因

だ

っ

た

。

　

次

な

る

目

標

は

全

日

本

大

会

連

覇

。

達

成

す

れ

ば

�

年

ぶ

り

４

度

目

。

か

つ

て

小

泉

監

督

も

現

役

時

代

の

２

０

０

９

年

に

主

将

と

し

て

達

成

し

た

記

録

に

挑

戦

す

る

。

相

野

主

将

は

「

プ

レ

ッ

シ

ャ

ー

を

楽

し

ん

で

い

き

ま

す

」

と

笑

顔

。

ま

た

小

泉

監

督

も

「

妥

協

し

な

い

よ

う

な

チ

ー

ム

に

し

て

い

け

た

ら

」

と

準

備

に

万

全

を

期

す

。

リ

ー

グ

戦

優

勝

の

勢

い

そ

の

ま

ま

に

、

「

中

大

こ

そ

が

王

者

」

だ

と

言

わ

し

め

る

た

め

、

挑

戦

の

夏

が

始

ま

る

。

　

（

大

日

方

惠

和

）

▼

大

会

結

果

▼

❶

中

大

②

国

士

大

③

専

大

ベストナインを受賞した村田㊧と吉井

▼

真

夏

と

言

わ

ん

ば

か

り

の

陽

差

し

が

照

り

つ

け

る

中

、

私

は

パ

ソ

コ

ン

と

向

き

合

い

、

イ

ン

タ

ー

ン

の

エ

ン

ト

リ

ー

シ

ー

ト

を

作

成

し

て

い

た

。

「

大

切

に

し

て

い

る

こ

と

は

何

で

す

か

」

と

い

う

問

い

が

目

に

留

ま

っ

た

。

自

分

の

軸

、

大

切

な

こ

と

は

何

か

思

考

を

巡

ら

せ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

▼

ゼ

ミ

で

輪

読

し

た

先

生

の

著

書

の

一

節

が

、

深

く

心

に

入

り

込

ん

だ

。

「

ご

く

ご

く

ま

れ

に

起

こ

る

、

会

い

た

い

人

に

会

う

と

い

う

瞬

間

は

、

必

然

的

で

あ

る

の

と

同

時

に

、

特

別

な

意

味

を

も

っ

て

い

る

。

君

は

出

会

っ

た

。

誰

か

に

。

そ

の

人

を

知

る

た

め

に

。

そ

の

他

者

の

な

か

に

自

分

を

発

見

す

る

」

必

然

的

な

出

会

い

で

自

分

が

形

づ

く

ら

れ

る

な

ら

ば

、

出

会

い

が

生

む

も

の

は

単

な

る

「

関

係

」

で

は

な

く

、

「

意

味

」

な

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

▼

授

業

、

ゼ

ミ

、

バ

イ

ト

、

短

期

留

学

、

大

学

在

学

中

だ

け

で

も

多

く

の

人

と

出

会

っ

た

。

文

化

も

価

値

観

も

異

な

る

人

と

過

ご

す

中

、

自

分

の

輪

郭

が

少

し

ず

つ

変

わ

っ

て

い

く

の

を

感

じ

た

。

な

か

で

も

中

ス

ポ

と

の

出

会

い

は

特

別

な

意

味

を

持

っ

て

い

る

と

思

う

。

ア

イ

ス

ホ

ッ

ケ

ー

や

レ

ス

リ

ン

グ

と

い

う

新

た

な

競

技

、

選

手

や

関

係

者

の

方

々

。

そ

し

て

中

ス

ポ

の

仲

間

。

彼

ら

に

出

会

わ

な

け

れ

ば

私

は

そ

の

魅

力

を

知

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

試

合

後

の

コ

メ

ン

ト

、

悔

し

さ

を

に

じ

ま

せ

る

目

、

勝

利

の

喜

び

を

分

か

ち

合

う

背

中

。

そ

の

一

つ

一

つ

が

私

の

心

を

揺

さ

ぶ

る

。

▼

出

会

い

と

は

た

だ

続

く

縁

の

こ

と

だ

け

で

は

な

い

。

自

分

の

世

界

が

ど

の

よ

う

に

変

化

し

た

の

か

。

出

会

っ

た

意

味

を

す

く

い

と

る

行

為

こ

そ

出

会

い

を

大

切

に

す

る

こ

と

な

の

だ

ろ

う

。

人

に

恵

ま

れ

て

い

る

私

に

と

っ

て

、

ど

の

出

会

い

に

も

何

か

意

味

が

あ

っ

た

よ

う

に

思

う

。

人

と

の

出

会

い

を

大

切

に

し

た

い

、

こ

れ

が

自

分

の

軸

な

の

か

も

し

れ

な

い

。

何

か

の

ご

縁

で

こ

の

新

聞

に

出

会

っ

て

く

だ

さ

っ

た

方

に

も

、

こ

の

出

会

い

が

意

味

を

持

つ

も

の

に

な

り

ま

す

よ

う

に

。

（

塚

越

）

帝京大

○３－０

○６－１

　　

東洋大

○４－０

○５－１

　　

日大

○２－０

○�－７

　　

専大

●１－２

○７－２

○２－１

　　　

国士大

○５－０

●３－４

○９－２

　　

◆全日本大会出場校選出予選会（６・７　スリ

ーボンドベースボールパーク上柚木）

　８月に北海道で行われる全日本大会。「日本

一連覇」の目標を掲げる彼らにとって、この大

会に出場することは絶対だ。負けてしまえば「日

本一連覇」の夢が始まる前に破れてしまう、負

けの許されない一戦に挑んだ。

　試合は２回に大きく動く。その回の先頭打者

・堀川琉空（文２）からの連打で満塁の好機を

作ると、岡部匡十（経３）が相手のミスを誘う

打撃で２点を先制。勢いに乗った中大はこの回

に一挙６点を挙げた。

　投げては先発の大山が相手を一歩も寄せ付け

ない素晴らしいピッチングを見せる。さらにダ

メ押しの１点も追加し７点差をつけコールド勝

ち。見事全日本大会への切符を手にした。相野

主将は「とにかく、あとは北海道に行くだけな

ので。日本一になるだけです」と強く言い切っ

た。視線の先にはすでに、北海道の頂が見えて

いる。

▶大会結果▶〇中大７―０関東学大●（７回コ

ールド）

※２勝先取で勝ち点獲得

バ

ッ

ト

を

振

る

相

野

、

切

り

込

み

写

真

は

㊤

ろ

う

そ

く

の

火

を

消

す

監

督

、

㊦

試

合

後

の

集

合

写

真

〈

カ

メ

ラ

・

浅

野

詩

多

〉

圧巻の投球を見せた大山、切り込み写真は

優勝が決まりマウンドに集まる部員たち

◆

東

都

大

学

準

硬

式

野

球

春

季

リ

ー

グ

戦

１

部

（

３

・

�

～

５

・

�

　

ス

リ

ー

ボ

ン

ド

ベ

ー

ス

ボ

ー

ル

パ

ー

ク

上

柚

木

他

）

　

昨

秋

リ

ー

グ

戦

の

連

続

優

勝

が

「

９

」

で

途

絶

え

、

挑

戦

者

と

し

て

春

季

リ

ー

グ

に

臨

ん

だ

中

大

。

相

野

七

音

主

将

（

文

４

）

を

中

心

に

「

泥

く

さ

い

」

野

球

を

体

現

し

、

全

て

の

大

学

か

ら

勝

ち

点

を

獲

得

す

る

「

完

全

優

勝

」

で

２

季

ぶ

り

�

回

目

の

頂

点

に

輝

い

た

。


